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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
が
く
る 

パ
リ
協
定
（
地
球
温
暖
化
対
策
の
国
際
的
枠
組
み
）
が
国
際
条

約
と
し
て2

0
1
6

年1
1

月
に
発
効
し
、
世
界
が
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

1
0
0
%

の
時
代
に
変
わ
る
」
に
向
け
て
舵
を
切
り
ま
し
た
。 

火
力
発
電
や
原
子
力
発
電
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
バ
イ
オ
マ
ス
等
を
含
め
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
以
下
、
再
エ
ネ
）
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
場

合
、
火
力
発
電
に
か
わ
る
変
動
電
源
と
し
て
は
太
陽
光
や
風
力
が
、

原
子
力
発
電
に
か
わ
る
ベ
ー
ス
電
源
と
し
て
は
水
力
、
地
熱
、
バ

イ
オ
マ
ス
が
有
望
で
す
。 

 

二 

長
期
発
電
電
力
量
の
見
通
し 

2
0
1
6

年
現
在
全
発
電
電
力
量
に
占
め

る
再
エ
ネ
の
割
合
は

1
2
%

で
、
例
え
ば
ド

イ
ツ
の

2
7
%

に
比
べ
遅
れ
て
い
ま
す
。
政

府
の
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
小

委
員
会
に
よ
る

2
0
3
0

年
の
発
電
電
力
量

の
目
標
値
は

1
0
,
6
5
0

億 
[
k
W
h
]

、
電
源
構
成
は
図
の
通
り
で
、

再
エ
ネ
の
割
合
は
全
体
の2

3
%

で
す
。 

こ
れ
に
対
し
て

欧
州
で
は5

0
%

以
上

の
国
も
多
く
、
デ
ン

マ
ー
ク
は2

0
5
0

年

に1
0
0
%

を
目
指
し

て
い
ま
す
。
わ
が
国

で2
0
5
0

年
ま
で
に

従
来
電
源
を
半
減

す
る
一
つ
の
方
法

と
し
て
、
都
市
部
で

従
来
の
集
中
型
電

源
を
維
持
し
、
地
方

で
は
分
散
型
電
源

を
進
め
る
と
い
う

考
え
方
が
あ
り
ま

す
。 

2
0
3
0

年
ま
で
に

開
発
可
能
な
河
川

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

（
包
蔵
水
力
）
の
最
大
予
測
電
力
量
は
、9

8
1

億k
W
h
(

施
設
規
模

で
約

4
9
3
1

万

k
W
)

で
あ
り
全
発
電
電
力
量
の

1

割
に
満
ち
ま
せ

ん
。
今
後
、
発
電
を
し
て
い
な
い
治
水
ダ
ム
や
農
業
用
の
利
水
ダ

ム
で
発
電
す
る
こ
と
、
既
存
ダ
ム
の
嵩
上
げ
に
よ
る
発
電
増
、
そ

し
て
無
数
に
あ
る
地
域
の
小
規
模
水
力
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。 



三 

水
力
発
電
の
魅
力
と
課
題 

水
力
発
電
で
は
、
設
備
電
力
が1

0

万k
W

以
上
を
大
水
力
、1

万

k
W

以
上
を
中
水
力
、1

万k
W

未
満
を
小
水
力
と
分
類
し
ま
す
。
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
、
今
後
開
発
可
能
な
地
点
の9

9
%

が
、
そ
し
て
年

間
発
電
量
の8

7
%

が3

万k
W

未
満
の
発
電
所
に
頼
る
こ
と
に
な
る

と
予
測
し
て
い
ま
す
。 

水
力
発
電
の
魅
力
は
ベ
ー
ス
電
源
に
な
る
こ
と
と
、
年
間
の
設

備
利
用
率
が
約6

0
%

と
高
い
こ
と
で
す
。
水
は
海
か
ら
山
へ
、
そ
し

て
雨
と
な
っ
て
川
か
ら
海
へ
と
循
環
す
る
の
で
枯
渇
し
ま
せ
ん
。

次
に
課
題
で
す
が
、
水
は
公
共
性
が
あ
り
そ
の
利
用
に
水
利
権
等

が
発
生
し
ま
す
。
事
業
化
に
多
額
の
初
期
投
資
が
必
要
な
う
え
開

発
に
か
か
る
期
間
（
リ
ー
ド
タ
イ
ム
）
が
長
い
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
障
壁
を
乗
り
越
え
る
過
程
こ
そ
が
地
域
の
合
意
形
成
や
活

性
化
に
役
立
ち
ま
す
。
除
塵
な
ど
維
持
管
理
も
大
変
で
す
が
、
雇

用
に
繋
が
り
ま
す
。 

 

四 

小
水
力
発
電
と
地
域
活
性
化 

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
、
「
…
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
地
域
に
密
着
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
地
域
が

主
体
と
な
っ
て
導
入
促
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
…
」
と
し
て
い
ま

す
。 富

山
県
で
は
電
気
宇
奈
月
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
小
水
力
発
電
と

そ
れ
を
利
用
す
る
電
気
バ
ス
を
自
力
開
発
し
て
温
泉
の
観
光
客

を
増
や
し
て
い
ま
す
。
徳
島
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
複
数
の
再
エ
ネ

を
運
用
し
て
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
栃
木
県
那
須
野
ヶ
原
で
は

土
地
改
良
区
が
農
業
用
水
路
を
利
用
し
た
発
電
で
水
管
理
費
を

賄
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
ま
ち
づ
く
り
の
先
進
地
で
は
再
エ
ネ

に
取
組
む
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

2
0
0
k
W

以
下
の
小
規
模
事
業
を
普
及
さ
せ
る
障
壁
は
、
資
金
（
約

1
5
0

万
円/

k
W

）
と
人
材
の
不
足
で
す
。
県
外
の
大
資
本
な
ら
開
発

は
容
易
で
す
が
、
地
域
の
資
源
を
地
域
に
還
元
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
大
資
本
は
地
域
の
合
意
を
と
る
こ
と
が
苦
手
で
す
。
一
方
、

地
域
の
繋
が
り
が
残
る
地
方
で
は
そ
れ
が
で
き
る
の
で
す
。
小
水

力
に
は
機
械
、
電
気
、
土
木
等
、
そ
れ
ほ
ど
高
度
で
は
な
い
が
多

様
な
技
術
を
統
括
す
る
人
材
が
必
要
で
す
。
人
材
を
育
成
し
、
地

域
の
た
め
に
地
域
の
知
恵
と
技
術
で
自
ら
が
事
業
主
体
と
な
っ

て
地
域
経
済
に
資
す
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
が

地
方
創
生
を
も
た
ら
す
の
で
す
。 

福
井
の
包
蔵
水
力
は
全
国
の1

.
5
%

に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
隣
県
の

富
山
、
岐
阜
、
新
潟
、
長
野
の4

県
で
全
国
の2

7
.
5
%

あ
り
ま
す
。

も
の
づ
く
り
と
土
木
に
強
い
福
井
の
役
割
が
あ
る
は
ず
で
す
。
未

来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
と
持
続
的
な
地
域
や
地
球
環
境
を
創
る

こ
と
に
様
々
な
形
で
力
を
あ
わ
せ
ま
し
ょ
う
。 
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